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大阪人学片語又化学 V01.11992

この度、われわれ大阪大学入学院苫語文化研究科に谷語文化学会が矧織され、

機関誌「大阪大学言語文化学」が誕生するはこびになったことは、まことに喜ば

しいことである。

評語文化研究科は、 1専攻・ 5講座で、学生定兵が前期18名、1到切9名から

なる博士課粍の大学院であるが、発足したのは平成兀年(修上課程)、大学審議会

で大学院の拡允に関する審議が始まったばかりの頃、いわばその先鞭をっける形

で設置された。国際化、惰轍化という時代、社会の饗詰に積極的に応じ衡るもの

として、広く人文、社会、自然の諾学才斗のいずれの分野からも人材を集め、それ

ぞれの専門を基雛としながら、学際的な研究と教育の体系を築こうとする新しい

構想の独立研究科である。

「言語文化」といえば、一般にもっぱら、人文系の研究領域と考えられがちであ

るが、「言評U にしろ、「文化」にしろ、広く深く人々の生きざまに係わるものであ

る限り、さまざまな既成の学問と関係を持ち、さまざまな分野、角度からのアプ

ローチが行なわれて然るべきものであろう。言語文化研究科は、そのため、 a)1司

際環境における蔀語文化の交流や相互の影粋関係とそのありょうの研究、② .三'言五じ一1訂11

学の成果を活朋した異文化間の'語コミュニケーションの動態の研究、(3)情械村
会における言語文化研究の新しい手段としてコンピュータの活用と予段そのもの

の可能性の探求という3分劉,を基幹講座とし、(4)惰報資李抄)析のための応用姦"

技術の研究と(5)地域'_;語文化の研究からなる 2恊ノJ誰座を股けており、さらに

は、後期課程の学生のため、論文指導以外に、特に新たに7つの1錺怖非究を用意

している。広範で多様な研究領域と研究方法が求められる言語文化研究には、な

お多くの補強整備の余地があることは明らかであるが、われわれはこの準備を整

えるべく努力している。

全国各地から集まった現役、社会人、そして留学牛.の諸君は、問佶り化まいと

いう悪条件の下、それぞれの専門を生かしながら研究に励んでいるが、地逝な研
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究の積み重ねが言語文化学という新しい学問世界を切り開くものと確信している。

語語文化学会の発展を期待すると共に、諸君のご鞭挫を乞う次第である。
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